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10/23(水)～25(金) 文教・子ども委員会で関西の各地を視察しました。
初日の奈良市(奈良県)では、本来は教育長(市長から独立)の所管である幼稚園と、市長の
所管である保育園を、一括して｢子ども未来部｣(市長部局)で管理しています。小学校と連

携しやすくなり、行政の面白さを垣
間 間見ました。また電動車椅子を利用

するかたも所属する奈良市議会には、
議席までの段差が無く、議会のルー
ルも改正してあると聞きました。
2日目は養父市(やぶ、兵庫県)。給食
センター及び建屋小学校(小規模特認
校)を視察。目黒区の給食は各校です
が、養父市ではH26に完成したセン
ターでまとめて市内小～中学校の約
1,900人分を作っており、昨年は全国
学校給食甲子園でも優勝した実績が
あります。農業の盛んな養父市と同
じ食材費で同じ質を目黒区には求め
にくいですが、衛生面や作業効率に
ついては感動です(元青果として)。
続いて訪れた建屋小学校は小規模特
認校(希望者は市内のどこからも通え
る)に指定されており、英語教育や、
演劇に注力しています。また兵庫県
内だけあって、避難所としての機能
についても学ぶものが多いです。
3日目は小4～中3の全員にタブレッ
ト端末を貸与している淡路市(兵庫県)
の北淡小学校へ。動画の撮影や再生、
ノートや資料の共有に関しては画期
的でした。こうした機器への習熟は
生産性にも大きく寄与するとは思い
ますが、高価な端末が活用されずに
眠らぬようにするには大きな課題を
感じました。
多くの関係者の方々に感謝しながら、
この3日間で見てきたものを活かして
いきたいです。詳細はFacebookへ！
www.facebook.com/shohei.yutenji

台風19号の募金活動＠学芸大学駅
11/8(金)、目黒区と友好都市協定を結
んでおり、
台風19号で
大きな被害
を受けた宮
城県角田市
への支援活
動の一環と
して、区議
会の超党派で募金活動を実施しました。
角田市は目黒区の区民祭りの際にもお
越しいただいたほか、区内の小学生が
田植えの体験でお世話になっており、
災害時の相互援助協定も結んでいる都
市です。募金額は以下の通りです。ご
協力頂いた皆さんの暖かいお気持ちは、
しっかりと現地にお届けします。
■中目黒駅(９名)
３９,４１３円

■学芸大学駅(１２名)
８５,３７０円

■自由が丘駅(７名)
７２,８２６円

■合 計
１９７,６０９円
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文教・子ども委員会視察、関西の各施設へ/

Facebook
(公式)

Twitter

ご協力頂いた多くのかたに、心から感謝しています！

写真上:自由が丘駅 写真下：中目黒駅

http://www.facebook.com/shohei.yutenji


11/12(火)、文教・子ども委員会
目黒区立の小中学校でのいじめや不登校の状況について、小学校における自閉症・情緒障害
特別支援学級の設置について等、9項目の報告事項がありました。今回はこれらの状況について
ご紹介します。

まずいじめや不登校ですが、今年度前期の区立学校ではH29年度から統計のある「社会通念上
のいじめ」が33件(前年は38件)、「法令上のいじめ」が593件とのことでした。これらの数字はあくま
でも区立の小中学校から報告された数字であり、現場が報告をためらえば数字は減少します。実
際に起きているいじめの解決はもちろん、現場が委縮せずに丁寧に報告する土壌を今以上に耕
していくことも必要と考えます。
また、不登校については今年度前期の目黒区は小学校で41件(前年は28件)、中学校で62件(前
年は41件)と、前年度から大きく増えています。要因を前年比較でみると小学校では「無気力」や
「不安」の傾向、中学校では「学校における人間関係」に課題を抱えていたり、「不安」の傾向があ
る場合が多くありました。

最近では小学校での道徳の教科化、英語教育やプログラミングの必修化など、現場の教員の負
担も大きく増えています。教員の体調不良による長期の休業も増えており、子供たちの面倒を丁
寧に見る余裕が失われつつあるような気がしてなりません。「学校が楽しくない」と感じる児童・生
徒も増えており、いじめや不登校に関しては即効性のある処方箋はなかなか思い浮かばない状
況です。
いじめ、不登校の問題に関しては、他の委員からも非常に多くの質問が出ました。いじめの早期
発見や防止、学業でのつまずきへのフォローといった、不登校の児童・生徒が増えないようにする
施策ももちろんですが、不登校の子どもたちへの学習環境の整備も引続き充実が求められます。
目黒区では不登校の児童・生徒が通える施設や、在宅でも学習ができるeラーニングも整備され
ています。
一筋縄ではいかないこれらの問題、ぜひ様々なかたの知恵を頂けたら幸いです。

次に特別支援学級の設置に向けた進め方について、区内では目黒中央中学校には「しいの木
学級」がありますが、小学校には情緒障害等の固定学級がありません。令和3年度からは特別支
援教室の拠点校であり、地理的にも区内各地から比較的通いやすい五本木小学校に設置する
旨の報告がありました。通級を望む場合は、当該の児童は区内全域から通うことができます。
ただし今後の検討にあたっては、当事者や保護者目線での視点を反映しにくい印象があります。
目黒区では12月2日までパブリックコメントを実施しているので、ご意見があればぜひ
目黒区のパブリックコメントのページか橋本まで！
https://www.city.meguro.tokyo.jp/smph/gyosei/hirakareta/public_comment/
comment_boshu/index.html (右QRコードのリンク先も同一です)
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